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三田社会学第11号(2006)

仮 面 ラ イ ダ ー た ち の 変 貌

―新 人 類 世 代 と 新 人 類 ジ ュ ニ ア 世 代―

小谷 敏

1.仮 面ライダーたちの変貌

(1)平 成の仮面ライダー

 のっけから私事で恐縮だが、論者が骨髄移植の治療か ら退院 したのは1999年 の12月 のこと

である。その直後の2000年1月 か ら、『仮面ライダークウガ』(テ レビ朝 日系列)が 始まった。

自宅療養 のため休職中だった論者 は、当時まだ幼かった二人の子 どもと一緒に昔壊か しい仮面ライ

ダーの新 シリーズを毎回みていた。「クウガ」は初代仮面ライダーから数えて11代 目。平成 になっ

てか ら、初のシ リーズ。テ レビ局をTBS系 列か らテ レビ朝 日系列に乗 り換 えての再出発である。

 周囲を見まわす と、子 どもたち以上に 「第一次おた く世代」 とも 「新人類世代」 ともいわれた年

齢層(当 時30代)の 母親たちが、この番組 に熱狂 していた。『クウガ』は、十分大人の鑑賞に耐 え

る作品に仕上がっていた。 しか し、ス トー リーの魅力だけで、大人の女性が 「クウガ」に 「はまっ

た」 とも思 えない。主人公 ・五代雄介役のオダギ リ ・ジョー と、彼 とともに闘 う刑事(一 条薫)を

演 じた葛山信吾。 この二人の 「イケメン」俳優の存在抜きにお母 さんたちのこの熱狂はあ りえなか

ったであろ う。五代 と一条の同性愛的関係 を妄想する 「やおい」系サイ トがネ ッ ト上にひ しめいて

いた。最盛期 にその数は300を 優 に超 えていた。

 「クウガ」の成功の後、『仮面 ライダー』はあき らかに変質 していく。仮面 ライダーの数が どんど

ん増えていった。 「クウガ」の次の 「アギ ト」では3体 。 さらに次の 「龍騎」に至っては15体[ラ

イダー13体 。擬似ライダー2体)の 仮面ライダーが登場 している。「龍騎」のなかには、平素は悪

徳弁護士(!)で あるライダー さえいた。子 ども向け特撮番組が 「勧善懲悪」の枠組 を踏み越えて

しまったのである。それ どころか 「龍騎」の仮面ライダーたちは、最後の一人 になるまで殺 し合い

を演 じてい る。

 仮面ライダーは何故かくも 「増殖」 していったのか。製作者側 もその意図については明言をして

お らず、あくまで も仮説に過ぎないが、二つの理由をあげることができる。一つは、ライダーの数

を増や して、自社製品をた くさん売 ろうとい うスポンサーのオモチャメーカー ・バ ンダイの思惑で

ある。アニメや子 ども向け特撮番組 と同時に、そのキャラクターグッズ商品を売 りこんでい くいわ

ゆる 「マーチャンダイジング商法」は、 日本最初の連続テ レビアニメ 「鉄腕ア トム」に始 まる古い

歴史をもつ。1973年 に放映 された初代の仮面ライダーにおいて も、「仮面 ライダースナック」が

爆発的な人気を博 している。仮面ライダーのシール欲 しさにお菓子 を買い、中味を食べずに捨てて

しま う 「事件」は社会問題 として語 られていた1)。
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 「ア トム」であれ、「初代ライダー」であれ、まず アニメや特撮番組の企画があって、次にキャラ

クターグッズが生まれた。かつてはまず人気を博 したマンガが、アニメや特撮番組 とい う形でテ レ

ビ化 される際に、タイア ップする企業を募 るとい う形が一般的であった。 しか しいまや この 「作家」

→ 「メディア」→ 「企業(商 品化)」 とい う流れは逆転 して しまっている。作家の創意か らではなく、

企業のマーケテ ィングの成果 として新 しい作品が生み出 されるようになった。は じめに売 りこむ商

品の企画あ りき、なのである。バ ンダイのイニシアチブで生まれた 「セ0ラ ーム0ン 」はその象徴

的事例である2)。

 ライダーの数 を増や し、イケメン男優を多数登場 させることで多 くの母親世代 を視聴者に引きこ

みたい。そ うした製作者側の思惑も仮面ライダーの 「増殖」を招いた大きな要因であったように思

われる。「クウガ」における二人の美男俳優 の起用も、母親受けを狙った可能性が高い。後にみ るよ

うに 「新人類世代」は、大人になった後からも、彼(女)ら が若者や子 どもだった頃の文化的嗜好

を手放 さなかった人たちである。主婦層のなかにも、「ボーイズラブ」 と呼ばれ る、男性同性愛を描

いたマンガや小説 の熱心な愛好者が少な くない。 コミケ ッ トに群が る若い 「やおい」族 と、この点

で彼女たちは地続 きなのである。怪人たちとの死闘の後、五代 と一条 とが抱き合 うように して上る

朝 日を見つめる描写は、母親たちのなかにある 「やおい」的嗜好を意識 した ものだとしか思えない3)

0

 この番組 から巣立ったオダギ リ ・ジ ョーは、以後人気スターの階段 を駆 け上っていく。 この成功

に刺激 されて 「クウガ」以降、戦隊 ものをも含めた子 ども向け特撮番組 は 「イケメン」男優の登竜

門 と化 していった4)。 ワール ドカップにおけるベ ッカムやイルハン、さらには 「冬 ソナ」での ヨン

様への熱狂にも連なる 「イケメン」ブ0ム の一環 としてこの現象をとらえることも可能だろう。「仮

面ライダー」のような特撮番組が、子 どもよりもむ しろ母親たち=大 人を意識 して作 られるように

なった。 このことが子 どもの世界に対 して もつ意味は、小 さなものではない。

(2)鏡 としての 「クウガ」

 大人がマンガや特撮番組の熱心な視聴者になっている。当然それ らの内容 は、大人の鑑賞に耐 え

るものになっていた。 しかしこれはよいことなのだろ うか。 同様の現象 は、かつて少年マンガの世

界でも生 じている。60年 代末の対抗文化の時代、 「あしたのジ ョー」をは じめ とす る少年劇画は、

若者たちの間で圧倒的な人気 を博 していた。若者 を読者層 として意識 した少年マンガ週刊誌の性や

暴力の描写は過激なもの となった。そのことが大人たちによる 「モ ラル ・パニック」を引き起 こし、

当時圧倒的な発行部数 を誇っていた 「少年マガジン」の発行部数 を一時的に大きく下落 させて しま

ったのである5)。

 「仮面ライダー」シ リ0ズ でも、暴力場面の残虐 性が大人向けにヴァージ ョンアップしていった。

クウガ とその敵方 「未確認生命体(グ ロンギ族)」 の首魁 とが、物語の最終盤で対峙す る。 「クウガ」

においては敵方も、人間の姿か ら怪人へ と変身す るのだが、この時二人 は変身す る前の、つま り人

間の姿で激 しい殴 り合いを演 じている。生身の人間が、互いに 口か ら血 を吐きなが ら殴 り合 うので
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ある。当時4才 だった論者の息子は涙 ぐみなが らこの場面をみていた。 こんな番組 を子 どもにみせ

たことを論者は深 く悔いた。

 60年 代末に少年マンガの性的暴力的描写が過激化 した時には、大人たちの間にはモラルパニッ

クが生 じていた。しか し 「クウガ」に対 してそ うした批判が起きることはなかった。論者 の周囲の、

子 どもの教育に関心をもつ中産階級のいわゆる 「意識の高い」母親 たちまでもが、子 どもと一緒に

嬉々 としてこの番組をみていたのである。「子 どもにみせたくない番組」の上位には必ず 「クレヨン

しんちゃん」が顔を出す。 しか し、「しんちゃん」はせいぜい人前でお しりを出す ぐらいのことしか

や らない。それ に比べて、「口から血を吐いての殴 り合い」の方が子 どもに及ぼす悪影響 ははるかに

大きい と考えるのは論者だけであろうか。「意識の高い」母親たちの 「教育的配慮」とは、自分の楽

しみを物差 しに した恣意的なもので しかないようである。

 デスラー(「 宇宙戦艦ヤマ ト」)、ショッカー(「初代仮面ライダー」)、ベル ク ・カ ッツエ(「 ガ ッチ

ャマン」)。論者が子 ども頃のアニメや特撮番組のなかでは、悪者の多 くが ドイツ風の名前を名乗っ

ていた。 当時はまだ第二次世界大戦の記憶が色濃 く残っていた。子 どもたちの問に も悪の象徴 とし

ての ヒッ トラー=ナ チス とい うイメージは深 く浸透 していたのである。 しか しいまや戦争の記憶は

はるか彼方に遠のいて しまった。多 くの子 どもたちはヒッ トラー もナチスも知 らない。 当然、子 ど

も向け番組に出て くる悪役のイメージにも変化が生 じてくる。

 「クウガ」の敵役は、長野県の古代遺跡か ら蘇 った 「グロンギ族」である。 「未確認生命体」とも

呼ばれている。彼 らの名前 も、彼 らが語ることばも ドイツ風ではない。バ ッタによく似 た 「ゴ ・バ

ター ・バ」や亀にそっくりの 「ゴ ・ガメゴ ・レ」等々の怪人が登場する。そ して彼 らは、「グロンギ

語」を操ってい る。グロンギの会話 とはこんな風だ。 「ラダゴゼバー」(ま たこれか!)。 「リグス ・

ギギバ ・ギビラギ ・デキダブゼ ビ」(見 苦 しいな、いきまいていた くせに)(1-NETフ ァンクラブ連

合軍2001:92)。 怪人の名称は、アジア系のイメージである。そ してグロンギ語の語順 は日本

語 と同 じなのだか ら、おそらくウラル ・アルタイ語族 に属する(そ れ と近似 した?)言 語なのであ

ろ う。 「クウガ」における 「悪」は、あき らかに非西欧 ・非 白人のイメージである。

 初代仮面ライダーの敵役ショッカーたちの働 く悪事は、た とえば幼稚園の通園バスを襲 うとい う

ような他愛のないものばか りであった。 こんないい加減なことで世界征服な どできるのだろうか。

それを考えると夜 も眠れない。そんな人生相談(?)を 当時新聞に寄せていた人がいたほどである

(中島2002:73)。 もちろん幼稚園バスは幼い子 どもにとって身近なものだから、それが襲わ

れるとい う設定は子 どもたちを大いに怖がらせたことであろう。 しか し、初代仮面 ライダーの世界

はなん といって も牧歌的な代物であった。

 他方、グロンギたちの行動は残忍を極めている。そこが幼稚園のバスを襲って喜んでいるシ ョッ

カーとの決定的な違いである。 グロンギは、次々に人間を殺 していく。 しか も彼 らは、規則を設 け

て 「ゲーム としての殺人」を遂行 していくのである。何分おきに。一回に何人。あるいはクラスの

名簿順に…。 グロンギたちのゲームの規則 を発見 し、次に殺 されるのは自分だ とい う恐1布に怯える

少年の姿を描いた回もあった。 これ までテ レビやマンガの暴力場面は、子 どもたちがマネをす るか
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ら問題だ といわれてきた。 しかし、グロンギ族の怪人たちの残虐行為は、子 どもの真似のできる域

をはるかに超えている6)。

 「ゲーム としての殺人」 とい うことばは、97年 に神戸で起 きた連続児童殺害事件を彷彿 とさせ

るものである。近所に住む小学校6年 生の男子児童 を殺害 した14歳 の少年は、 自分の通 う中学校

の校門にこの男子児童の切断 された首を晒 した上 に、地元メディアに 「さあゲームのは じま りです」

とい う文言ではじまる名高い犯行声明文を 「酒鬼薔薇聖斗」名で送 りつ けている。 さらにこの番組

の放映中には、17歳 になった 「酒鬼薔薇」世代の凶悪事件が相次いで起っていた。「ゲームとして

の殺人 を行 う怪人たち」。 「クウガ」のこの設定には、当時の 「多発 し凶悪化する少年犯罪」のイメ

ージが投影 されている。

 これまでのアニメや子 ども向け特撮番組 において、「悪」は外部か らの侵入者であ り地球征服 とい

う明確な 目的を持つ者 として描かれてきた。他方グロンギは内部(長 野の山中)に 潜伏 してお り、

その意図を測 り知ることさえできない存在である。 グロンギ族 には、青少年やアジア系外国人等々

「内なる他者」への恐怖感が投影 されている。17歳 になった酒鬼薔薇世代による 「動機不明」の

凶悪な犯行が相次いで起 こったことをきっかけとして、少年法の厳罰的方向での改正が急がれたの

はこの番組の放映期間中のことだった。そ してやは りこの番組の放映期間中に、東京都の石原慎太

郎知事は、「第3国 人」が大地震の際に騒擾 を起 こす可能性について言及 した。2000年 当時の 日

本は、「失われた10年 」と呼ばれる長い不況の トンネルから脱け出せないでいた。その不安感 を大

人たちは、若者や アジア系外国人の上に投影 し、 「ユースフォ ビア(青 少年恐怖症)」 と 「ゼ ノフォ

ビア(外 国人恐怖症)」 とに とりつかれていたのである7)。 「仮面ライダークウガ」 とい う、子 ども

向け特撮番組は、そ うした当時の大人たちの姿を映 し出す鏡 となっている。

2.大 人も子 どもももういない。

(1)世 代間文化障壁 のメル トダウン

 N・ ポス トマンは、子 ども期の誕生 と活字メデ ィアの発達の深い関係 を指摘 してい る。活字メデ

ィアの登場以降、文化は書物を通 して伝達 ・継承 されるようになった。そのため識字能力は社会の

成員にとって不可欠のものとなった。そ して識字能力の獲得のためには、長い期間の訓練が必要に

なる。子 どもたちを学校に隔離 して、識字のための教育を施す必要か ら、大人 とは区別 された もの

としての 「子 ども期」が要請 された。

 しか し、テ レビに代表 され るエ レク トリックメデ ィアの普及 に伴 って、大人 と子 どもの間のこの

区別は、 自明なものではなくなってしまった、 とポス トマンは言 う。テ レビをみ るためには、書物

を読む時のような訓練は必要 とされない。テ レビの前に座 る大人 と子 どもは対等の存在である。活

字文化の時代の子 どもたちは、性や金銭等、大人の世界の生々 しい現実か ら注意深 く遠 ざけ られて

きた。 しか しテ レビの前に座 る子 どもたちは、犯罪や戦争などの禍禍 しい現実に長時間晒 され続 け

ている。 しか し、子 どもを教育する責任感 を失 った大人たちは、この状態をただ手をこまねいて眺

めている。子 どもたちはいまや、活字文化以前の 「小 さな大人」の状態 に先祖帰 りして しまった。
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活字 よりテ レビが大きな影響力をもつ時代に、 「子 ども期」は存在 しえないのである(Postman 1

982)。 ポス トマ ンのメディア決定論的な歴史観 は、マクルーハンを想起 させるものである。マ ク

ル0ハ ン理論の妥当性 を検討す ることはこの小稿の課題 を超 えているが、ポス トマンの議論 には首

肯できる点が多い。

 80年 代に 「新人類世代」が話題 になった。テ レビのある環境のなかに生まれてきたこの世代の

高いメディアへの親和性 と、残業よ りもデー トの約束を優先 させ るといった彼 らの徹底 した 「ミー

イズム」は先行世代に大きな驚 きを与えていた。そんな新人類世代も大人にな り、彼(彼 女)ら の

子 どもたちも思春期 にさしかかろ うとしている。 中西新太郎 も指摘 しているように、 「新人類世代」

の場合、その子 どもたちとの文化的断絶はむ しろ小 さくなっている。消費文化 と多メディア状況へ

の親和 性を親子で共有 しているか らである。そ して新人類世代 の人たちは、青年期 の文化的嗜好 を

大人になっても保 ち続 けてきた。その結果、大人 ・若者 ・子 ども、この3者 の間の文化 区分はいま

や不明確なものになって しまってい る。論者はこれ を 「世代間文化障壁のメル トダウン」 と呼ぶ。

母親たちが 「仮面ライダークウガ」に熱狂 している様は、「世代間文化障壁のメル トダウン」を象徴

している。

 子 ども向けのアニメや特撮番組ばか りではな く、様 々なポピュラーカルチャーの領域 において、

大人が子 どもや若者の領分 を 「侵犯」する事例が 目につ くよ うになった。論者 のゼ ミの学生がこん

な話を していた。 「モーニング娘。」のコンサー トに行 った ところ、特攻服 を着た 自分の父親 ぐらい

の年格好 の中年男性 が大勢来ていた。そ して 口々に 「加護 ちゃあん、今 日でぼ くらも卒業だあ一」

とダ ミ声 を張 り上げていた…。防衛庁長官まで勤めた高名な政治家はやは りこの 「モーニング娘。」

の熱烈なファンであった。昼間は有能な社会人 としての生活を送 りながら、アフター5や 休 日は若

者時代 と変わ らぬ趣 味の生活 に生きる。そ うしたダブルライフを生きている者 は、いまの子 どもや

若者 の親世代のなかではけして珍 しい存在ではない。少子化のなか、お菓子や玩具の市場も 「大人

買い」によって支えられている。

 これ とは逆方向の動 きもある。 これ まで若者や大人のものだと考 えられていた文化 の領域を子 ど

もたちが 「侵犯」するようになってきている。子 どものブラン ド服がいまや大変な人気を博 してい

る。数多のブラン ドを抱えるナル ミヤ ・イ ンターナシ ョナルは、その代表格である。 同社 は、不況

と少子化の時代に7年 間で売上を3倍 に伸ば している。ナル ミヤ ・ブラン ドは 「ニコラ」・「ピチ レ

モ ン」等の子 ども向けファッション雑誌 と手を携 えて急速な発展 を続 けてきた。大沢あかねのよう

なカ リスマモデルは、一つのブラン ドの売上を数倍に伸ばす力 をもっていた。 これ らの雑誌の主た

る購買層 は、小学校 の高学年の女子児童である。少女モデルの多 くか らは、読者層の年齢 よりも大

人びた印象を受ける。背のびをしたい、大人にみ られたいとい う少女たちの願望にモデルたちは訴

えかけているのだろ う。

 高価なブラン ド服を子 どもが自分のお小遣いで買えるはずがない。子 どもブラン ドの本 当の消費

者は新人類世代、あるいはそれ以降の世代に属す る母親たちなのである。子 ども服のバーゲン会場

では、大枚(10万 円!)を ブラン ド服に投 じる母子の姿を しば しば目にす る。 「社会調査実習」で
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子 ども服ブラン ドをテーマに取 り上げた学生たちも、同様の感想を述べていた(岩 谷 ・山田200

5)。 勤労者 の給与が下が り続 けるなかで、どうすれば子供服にこんなに大金を遣 うことができるの

だろ う。 「6ポ ケッ ト」 とい うことばがある。両親、父 ・母両方の側の祖父母 と祖母。 とくに金銭的

に余裕 のある祖父母の世代 は、この少子化の時代、かわいい孫 には惜 しげ もな くお金をっぎこむの

ではないか。子 ども ・親 ・祖父母。 この3世 代の合力によって、子 ども向けブラン ド服は成長市場

た りえている。

 2003年 には、長崎県の佐世保市で小学校6年 生の女子児童がクラスメー トに教室で刺殺 され

るショッキングな事件が起きた。事件の被害者 ・加害者 の双方が自分のホームページをもってお り、

そのホームペー ジの掲示板上の書きこみをめぐる トラブルが事件の発端であるとい う説が事件直後

には語 られていた。 もちろん この事件 を引き起 こした要因を新 しいメデ ィアに帰着 させ るつ もりは

ない。 しか し、二人の少女が 自分のホームページをもっていた とい う事実は、イ ンターネ ッ ト(以

下ITと 略記)の ような、かつてな ら若者や大人のものだと考え られていた領域に子 どもが 「侵入」

してきていることを物語 っている。事件の直後には、あま りに も早く子 どもたちがITの 世界に参入

してい くことを危惧することばが、メデ ィアの上にはあふれていた。 しか し、教育行政は財政削減

の時代 にも関わらず、教室へのコンピュータの導入 を積極的に行っていった。大人たちは、子 ども

たちをITの 世界に進んで導き入れなが ら、こうした事件が起 きるとITが 彼(女)ら に及ぼす悪影

響を声高に叫ぶ。マッチポンプ と形容す る他のない、矛盾 した態度である。 ファッションのケース

と同様、ITの 領域において も、大人たちが自らの手で 「世代間文化障壁のメル トダウン」を推 し進

めていったのである。

(2)「 見捨てられた」若者たち

 「団塊ジュニア」世代以降、「○○の世代」はあらわれきていない。いまの若者たちには 「世代」

としての名称がない。大人たちの若者への関心が一面で薄 らいできている。その理由は二つ考えら

れる。 いまの社会のなかで大人は大きな子 どもであ り、子 どもは小 さな大人であると述べた。青年

期は子 どもと大人の間の移行期である。子 どもと大人の区別が明確でなくなれば移行期 としての青

年期の意味は必然的に失われていく。このことがまず考えられ よう。

 これまでの若者たちは、その 「消費パ ワー」によってマーケ ッターたちの注 目を集めてきた。若

者言説 の多くも実はマーケッター によって生み出されてきたものだったのである8)。 しか し、少子

化に伴 う人 口減少によって、若者たちの 「消費パ ワー」は必然的に減衰 してい く。マーケッターた

ちは若者か ら、これか ら 「団塊の世代」が参入 して くるシルバー市場や、「新人類世代」の母親たち

がバ ックに控える子 ども(と りわけ女の子のファッシ ョン)市 場へ と関心の力点を移行 させてきて

いる。彼 らはパ ワーを失 った若者たちに見切 りをつけて、若者に負けない消費センスと、若者をは

るかに凌 ぐ可処分所得をもつ先行世代のなかに、新たな消費のフロンティアを見ている。

 60年 代以来のこの国における不断の情報革命の進展が、 目ま ぐるしい 「世代」の出現 を招いて

きた。 とりわけ80年 代の 「新人類世代」においては、彼 らのメディアへの高い親和 性が強調 され
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ていた。そ して新 しいメデ ィアの出現が、世代間の断絶の感覚 を強め、ひいては世代 間の力関係 の

逆転現象 を生 じさせた部分のある面は否定できない。ポス トマ ンもい うように、テ レビの前では子

どもも大人 も対等の存在であった。しか し、コンピュー タや携帯電話のような電子メディアの場合、

大人 と子 どもは対等 どころか、子 どものメディア リテ ラシーが大人のそれ を陵駕す ることは稀では

ない。

 情報革命は、いまなお進行 中である。む しろ変化は今 日、一層加速 されてきている。 もちろん、

この情報革命に不適応をお こしている大人たちも少なくはない。そ して、ポケベルでの文字送信の

や りとりを女子高生が始めたことが、後の携帯メールにつながっていったとい うエ ピソー ドが示す

よ うに、若者や子 どもたちがいち早 く新 しいメデ ィアに順応 して、大人が想像 もっかない使い方を

考えつ くことはいまでもあるだろ う。そ してITヴ ェンチャーの担い手たちにも若者は多い。しか し、

携帯電話やインターネ ッ トなど、普及 してからまだ10年 もたたない新 しいメディアが、広 く社会

に浸透 している。それ らはもはや、高い適応能力に恵まれた若者たちの独 占物ではなくなった。大

人たちはお ろか老人たちまでもが、ネ ッ トや携帯電話をそれな りに使い こな しているのである。

 新 しいメデ ィアが急速に浸透 していった背景に、強い社会的強制力が働いていることは否めない。

オフィスでPCや イ ンターネ ットを避けていたのでは仕事にな らないだろ う。携帯電話抜 きには暮

しが立たない部分がでてきている。社会的孤立を望むのでなければ、誰 しもが こうした新 しいメデ

ィアにある程度習熟 していかなければならないのである。 たとえ強いられたものではあっても、広

い年齢層社会層の人たちが、 こうしたメディアを使い こな してい る。情報化社会、情報革命 とい う

ことばが聞かれ るよ うになって長い年月がたっている。その結果、この国に生きる人たちは老若男

女を問わず、新 しいメデ ィアに適応す る能力をそれ とは知 らずに身につけて しまったのではないか。

新 しいメデ ィアへの高い順応性は、もはや若者の独 占物ではな くなって しまった。 しかも若者たち

以上に新 しいメデ ィア環境 に順応 しうる可塑性 と学習能力 とをもった子 どもたちが、ITの 世界に参

入 してい く年齢 が早まっている。若者たちが失ったのは、「消費の英雄」の地位だけではない。 「上」

(大人)と 「下」(子 ども)か ら挟撃 されることによって 「情報革命の寵児」 としてのアウラをも、

若者たちは喪失 して しまったのである。

 「団塊の世代」から 「新人類世代」までの若者たちは、親世代 との問に深刻 な世代間断絶 を抱え

ていた。貧困 と欠乏の時代の記憶 に支配 され、戦前の権威主義的な教育 と社会関係の記憶をとどめ

る親世代 と、豊かで 自由な社会の雰囲気を自明のもの として育った子 どもの世代の間には、明かに

意識 の上での 「断絶」が存在 していた。 しか し、「団塊ジュニア世代」以降、戦後生まれの第2世 代

が出現 してきている。豊かさと自由とを自明のものとして育ってきたこと。そ して、消費のセンス

とメデ ィアへの高い順応性。現代の親世代 と子 どもたちとの間には表面的には類似 した部分が多い。

世代間断絶がかつてのようには、突出 した形であ らわれにくくなっていることも、若者の文化や風

俗への関心を大人たちが減退 させていった一つの要因であろ う。

3.ユ ースフォビアの方へ
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(1)「 凶悪なモ ンスター」 としての若者や子 ども

  「仮面ライダークウガ」が放映されていた期間の 日本社会 はバブル崩壊に端を発す る長期不況か

ら脱 け出すことができずにいた。銀行の不良債権処理は遅々 として進まず、「国家破産」の噂 さえま

ことしやかに囁かれていたのである。倒産件数 と失業率はいずれ も 「戦後最悪」の水準を更新 しつ

づけていた。不況の荒波は中高年を直撃 し、自殺者 の数は98年 以降、3万 人を超 えている。当時

の日本社会の世相 は暗く、人々は不安に苛まれていた。

 日本の大人たちは、突如 自分の身の上にふ りかかってきた窮境を 「わけのわからないもの」 と感

じていたのではないか。一生懸命に努力 してきた 自分たちが何故 この ような苦 しみを味あわなけれ

ばならないのか。クウガの敵方が 「未確認生命体(ア ン ・ノウン)と 呼ばれていたことは象徴的で

ある。 当時の日本の大人たちは、正体不明の敵に苦 しめられていた。そ うだとすれば敵の正体をつ

きとめよ うとす る動 きが出てくることは避 け難い。そこで敵 として名指 しされたのが、若者たちで

あった。

  「ユースフォ ビア」 とい うことばを創 り出 した中西新太郎は、 この国のなかでは大人 と若者の間

の相互憎悪が広がってお り、 とりわけ大人たちのなかには若者たちをモ ンスターのようにみなす心

性 が広がっていると指摘 している。 「ユ0ス フォビア」を広めるきっかけとなったのが、97年 に神

戸でおきた連続児童殺害事件であった。大人顔負けの犯行の計画性 と残忍性 とが人々に強いシ ョッ

クを与えたのである。続 く98年 には栃木県黒磯市で、 ささいなことで注意を受けた中学生が、若

い女性教師をナイ フで刺 し殺す事件が起きている。何か気 に入 らないことがあるとす ぐに、「ムカツ

キー キ レル」若者 たちの こらえ性のなさが、凶悪犯罪の原因 として語 られ るよ うになっていった。

そ して少年の 「心の闇」 とい うきま り文句が生まれたのである。少年の引き起 こす問題の原 因は社

会のなかにあるのではない。彼 らの心のなかにこそある。だか ら問題解決のためには、彼 らの心の

あ り方 をかえなければな らない。 こ うした観点か ら全国の学校にスクール ・カウンセ ラーが配備 さ

れ、臨床心理士が制度化 されていった。

 社会は変えることができない。だか ら自分の心を変 えることで社会に適応 を果たそ う。小澤牧子

は現在の若者たちのなかにある 「心主義」とい う傾向を指摘 している。 「心主義」は若者たちばか り

ではな く、日本社会の支配的なイデオロギーとさえなっている。「心主義」を浸透 させ る追い風 とな

ったのが、一連の少年事件であった(小 澤2001)。

 2000年 には、17歳 になった 「酒鬼薔薇世代」の少年たちが、全国各地で忌まわ しい凶行を

引き起 こしてい くと、少年犯罪 の 「急増」・「凶悪化」があたか も公理のよ うに語 られ るよ うになっ

た。その結果、少年法の厳罰主義的な方向での改正が急がれた ことはすでにみたとお りである。 し

か し、やは りこの時期には社会学者たちの間で、少年犯罪の急増 ・凶悪化は幻想に過ぎず、少年の

凶悪犯罪は、その最悪の時期の数分の一(も っとも少なかった平成2年 で7分 の1、 「急増」後の同

10年 で4分 の1)に とどまっているとい う指摘が相次いでなされていた9)。海外の観察者たちも、

厳 しい状況 におかれた 日本の若者たちの 「大人 しさ」を不思議がっている。 日本の若者は、いまや

世界でもっとも人 を殺 さない人たちであるとい う指摘までなされている(長 谷川2003)。 一部の
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突出 した犯罪者の存在をもって、若者の総体が 「凶悪化」 しているとみなす風潮が当時の日本社会

を覆 っていたのである。大人たちは、 自分たちの抱える不安 を投影す ることで、温J頂な 日本の若者

たちをモンスターに仕立てあげて しまった。そ して少年犯罪の急増凶悪化 とい う誤った事実認識に

基づいて、少年法の厳罰主義的な改正 とい う重要な決定がな されたのである。

 しか し何故 こうした事実誤認が生 じたのだろ うか。 この事実誤認は 「統計の トリック」の所産で

ある。何かの問題が生 じた時、メディアで参照 される過去のデータは、せいぜい10年 程度のもの

で しかない。た しかに平成2年 か ら平成10年 までの期 間をみ ると、少年による凶悪犯罪は倍増に

近い勢いで増 えている。 これが少年犯罪の急増凶悪化論 の根拠 とされたのである。過去40年 間5

0年 間に遡る長期的なデータが示 されていた ら、こ うした事実誤認は生 じえなかったであろう。ま

たこれだけ 「国際化」が叫ばれる時代であ りなが ら、海外の少年犯罪のデ0タ がほとん ど参照 され

ることがなかったのも不思議なことである。

 治安悪 化を叫ぶことは、警察組織の利益 にかな うものである。治安維持のために重点的な予算 と

人員の配備が期待できるからである。特に西暦2000年 をはさむ数年間、警察組織 は数多のスキ

ャンダルに揺れていた。そ して当時は、財政危機が喧伝 され行政組織の リス トラの必要性が叫ばれ

ていた時代でもある。世間の厳 しいまなざしにさらされていた 日本の警察組織は、シ ョッキングな

少年犯罪 が相次いだことを 「天佑」と感 じていたのではないか。「多発 し凶悪化す る少年犯罪」とい

うイメージが もたれ ることは、警察の組織防衛に とって極 めて有利に働 く。そ うした警察の世論誘

導にマス ・メディアがまんまと乗せ られて しまった面のあることは否定できないだろ う。

 では何故マス ・メデ ィアは、この 「統計の トリック」を見破 ることができなかったのだろうか。

どこの新聞社 にもテ レビ局にも、立派な資料部門がある。警察 白書 ぐらいはおいてあるだろ う。 「多

発 し凶悪化する少年犯罪」 とい う神話を崩す作業は、社会学者の手をわず らわせるまでもなく、ジ

ャーナ リス ト自身の手でいくらで もできたはずである。少年犯罪をめ ぐる神話の浸透は、 日本のジ

ャーナ リズムの体質 と無関係ではない。閉鎖的な記者 クラブ制度のなかで取材対象か ら様 々な便宜

を受 け、公式発表を無批判 に垂れ流す、 日本のマス ・メディアの体質は、厳 しく指弾 されなければ

な らないだろうio)。

 またこうも考えることができる。少年犯罪 をめぐる神話は警察組織だけではなく、マス ・メディ

アの利益にかな うものでもあった。近年 「報道のエンターテ イメン ト化」 と呼ばれ る傾向が強まっ

ている。ワイ ドシ ョーがその典型であるよ うに、ジャーナ リズム とエ ンターテイメン トとの境界は、

曖昧なものになってしまっている。人々は報道のなかにも強い刺激や娯楽性を求めるようになった。

セ ンセーショナ リズムをこととす るエ ンターテイメン ト化 したジャーナ リズムにとって、少年犯罪

は、まさに 「キラー ・コンテンツ」 と呼ぶべ きものであろ う。そ うであるな らば、あえて古いデー

タを持ち出してきて、少年犯罪をめぐる神話に水 をかけることなどあ りえない。それは、せっか く

の 「キラー ・コンテンツ」を失 うことにな りかねない行為だか らである。警察組織 だけではな く、

マス ・メデ ィアにとっても少年犯罪 は、「多発 し、凶悪1ヒ」 していなければならなかったのである。
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(2)甘 ったれた寄生虫一 引きこも り・ニー ト・パラサイ ト・シングル

 中西新太郎は、97年 ごろから若者たちの 「縁辺化」が生 じてい ると述べている。 この頃か ら若

者が社会の周縁 に追いや られ、切 り捨て られは じめたと中西はい う。 「縁辺化」は少年犯罪をめぐる

対応のなかに端的にあらわれている。若者たちは 「酒鬼薔薇予備軍」 とみなされ、そ うした少年法

の厳罰主義的な改正が行 われたのである。そ して、若者たちの未来の展望は極めて厳 しい ものにな

っていった。90年 代 をとお して、若者たちの雇用は大幅に失われていったのである。労働市場に

おいても若者たちの縁辺化は進んでいった。

 99年 の秋 には、山田昌弘の 『パラサイ ト・シングルの時代』が刊行 された。すでに仕事に就き

なが ら、親の家に住み続 けるパラサイ ト・シングル の存在 こそが長期不況の原因であると断 じた こ

の本 は、強い社会的影響力をもった。パ ラサイ ト・シングルの増大によって、家電 ・住宅 ・自動車

等々の 「基礎的消費」が抑制 され、 日本は長期不況か ら立ち直れないでいると山田は指摘す る。パ

ラサイ ト・シングルの罪はそれだけにとどま らない。同 じOLで あっても、親元か ら会社 に通 うの

と、一人暮 らしをす るのとでは、可処分所得に大きな差が生 じて しま う。本人の能力によってでは

な く、 どこで生まれたのかによって生活水準が決定 されて しま うのであれ ば、業績主義の原則は崩

壊 して しま うであろう。そ うした危惧 を抱 く山田は、「親同居税」 とい う 「ムチ」 と、親元を離れて

暮す若者たちへの給付金 とい う 「アメ」とによる 「寄生虫の駆除」を提唱 している(山 田1999)。

 ミレニアムをまたぐ頃か ら、二つの若者像が生まれ た。一つは 「凶悪なモンスター」 としての若

者 であ り、いま一っは 「甘 ったれた寄生虫」 としての若者である。前者は 日本の治安 を、後者は 日

本の経済的繁栄を破壊する、諸悪の根源 として名指 しされたのである。若者 はグロンギのようなこ

の国の 「内部に潜む敵」 と考えられるようになった。 しか し 「甘ったれた寄生虫」についての議論

も 「凶悪なモ ンスター」についてのそれ と同様、無根拠なものであった。

 パ ラサイ ト・シングルの増大は、長期不況の原因ではなくむ しろ結果である。若者の正規雇用の

多 くが失われ、収入 が激減 していったために親元を離れ られない若者が増 えたのではないか。住宅

を借 りるのにとくに首都圏では莫大なお金がかかる。低所得の若者 にとってほとん どそれは不可能

事であろ う。貧 しさ故に親 との同居 を強い られている若者か ら 「親同居税」を取れば どうなるのか。

おそ らくそれは親が支払 うことになるだろう。そ して、親 もまた低所得者であった場 合、 この税金

の存在は恐 ろしく残酷な結果 をもた らすに違いない。

 親元でぬ くぬ くと暮すOLが 、けなげに自立 しているOLよ りもよい生活 を送っていることが、

業績原理をおびやか しひいてはこの国の活力を奪 うと山田は述べていた。しか しそんなことよりも、

大企業の経営権や選挙区の地盤の 「世襲」の方がよほ ど業績原理にとっての脅威のはずである。生

まれには恵 まれない、能力のある者が高い地位に就 くことを著 しく狭 めるか らである。 しか し山田

は、 「世襲社会」・「二世社会」 とい う問題 については一言 もふれていない。

 山田は、若者の雇用の消失 とい う経済の構造に根 ざす問題 を、彼 らの依存性 とい う 「心がけ」の

問題 にす りかえている。 そ して山田は、経済の変動の被害者 である若者たちに長期不況の原因であ

るとい う濡れ衣 を着せ た。そのことによってこの国の指導層の失敗から人々の 目をそ らさせ、「ユー
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スフォ ビア」を煽 り立てていったのである。

 被害者 であるはずの若者たちがムチ打たれ るとい う倒錯的な事態は、フリーターに対する大人た

ちの対応のなかにも認めることができる。フ リー ターの増大は、長期不況によって労働市場が収縮

し、若年労働力が企業社会から排除 され るようになった結果生 じた現象である。 しか しそ うした事

実認識がこの国の大人たちのなかに根づくことはなかった。まじめに働 く意思をもたない 「怠け者」

がフ リー ターになる。労働市場の収縮 とい う構造的な問題は 看過 され、フ リー ターの増大 も 「心が

け」の問題 として語 られている。

 しか しどうして 「フ リー ター」=「 怠け者」 とい う言辞が力 をもって しまったのであろ うか。大

人たちは過去の記憶に縛 られている。若年労働力は、長 く 「金の卵」 と呼ばれてきた。 日本経済が

「右肩上が り」の時代 を生きてきた大人たちには、若者たちに仕事がないとい う状況 を受 け容れ る

ことができないのである。そ してゴー ドン ・マシューズは、 日本 の大人たちのなかに根強い集団主

義も、フ リーターへの偏見を助長 した一因 となった と指摘 している(Mathews 2003)。 どこの

組織にも所属す ることな く生きるフ リーターは、集団主義に骨が らみになっていた大人たちにとっ

て 「未確認生命体」のよ うに映ったのであろうll)。

 「クウガ」が放映されていた期間、メディアにはフリータ0バ ッシングがあふれ、高校や大学は

「フリーターを出さない教育」を標榜す るよ うになった。正規雇用が失われてい く未来を直視 して、

そのなかで若者たちの仕事 と未来 とをどのような形で保証 していくのか。そ うしたまともな論調が、

「ユースフォビア」に とりつかれていたこの時代のフリーター論議のなかで力をもつ ことはなかっ

たのである。

4.ナ ルシシズム文化の運命

(1)「 代行的消費者」 としての子 どもたち

 子 ども向けブラン ド服を買い漁 ることも、首都圏では小学校6年 生の15%が 挑む ようになった

私立中学受験 も、 ヴェブレンのい う 「街示的消費」の範疇に含まれる行動である(Veblen 1899

=訳1998) 。親のセンスや金銭能力、さらに中学受験の場合であれば所属階層を誇示す るための、

「見栄の代行者」として子 どもたちが使われていることは否定できない。ここでは、「見栄の代行者」

としての子 どもとい う問題 を考えてみたい。

 ク リス トファー ・ラッシュが 『ナル シシズムの時代』を書き、カー ター大統領が引用す るほどの

影響力 をもったのは70年 代の末の ことである。ナル シシス トとは、ギリシャ神話のナルシスの物

語が象徴す るよ うに、自らの幻影 を愛する人間のことである。 ラッシュは、エ ゴチス トとナルシシ

ス トの区別 を強調 している。エ ゴチス トは、 自己を拡大 し、他者 をその支配下に置 こうとする 「尊

大な自我(grandiose self)」の持ち主である。他方、ナル シシス トは、他者や社会 との生き生きと

したっなが りを感 じることのできない、無力で孤立 した 「最小限 自我(minimal self)」なのである

(Lash 1984=訳1986)。 ナル シシス トにおいては、自己と他者 の区別が しば しば曖昧なも

のとなる。ナル シシス トとは自己の幻影 しか愛せない人間の謂いであった。ナルシス トたちに、恋
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人や子 どもな ど愛着の対象 となる存在ができた時には、それは容易に自己と同一視 されて しま う。

 新人類世代が青春 を迎えた80年 代に、ナルシシズム文化は全面的に開花 していった。1980

年には田中康夫の 『なん とな くク リスタル』(田 中1980)に 影響 されて最初のブラン ドブームが

起っている。若者たちが 「リッチでハイセンスな私」 とい う幻影 を手に入れ るための消費に狂奔 し

たブラン ドブームは、ナル シシズム文化の時代の到来を告げる現象であった。 「新人類」世代は、ナ

ルシシズム文化に浸って生きてきた人たちである。

 「尊大な自我」の持 ち主である19世 紀アメ リカ 「有閑階級」の家父長たちは、子 どもを自分の

所有物 とみな し、見栄の代行者 として振舞 うよう彼(女)ら に支配力 を及ぼ したのである。 ヴェブ

レン的主体にとって、子 どもたちは 「もの」 もしくは 「他者」なのである。他方、ナルシシズム文

化のなかで育ってきた現在の 日本の親世代の場合には、子 どもを所有物 とみなして、それに強い支

配力を及 ぼしているとい うよりもむ しろ、子 どもに 自己を投影 し一体化 して しまっている可能性が

高い。

 母親たちが、必ず しも楽ではない家計のなかか ら子 ども向けファッションに大枚を投 じるのも、

自分 自身が少女の時代に戻ってお しゃれを楽 しんでいる気分に浸ってい るか らではないのか。親が

子 どもに 自己を投影 し、心理的に同一化 して しま う。 このメカニズムは中学受験に熱 中す る親のな

かに も見出すことができる。子 どもの中学受験に家族一丸 となって取 り組んだあげく、結果が不首

尾 に終わると欝状態に陥る親 の話 を聞くことが多い。子 どもと自分 とが未分離の状態になっている

か ら、子 どもの挫折を自らの挫折 と感 じて抑欝状態に落ち込むのである。ナル シシズム文化に浸っ

て生きてきた、いまの親世代にとって、子 どもとは 自分の分身なのである。

(2)死 を拒絶する文明

 ナルシシズム的な人格とは、幻影的な自己像を維持することが至上命題 となっているような人た

ちのことである。そ うした人たちが、誰か他者と恒常的な人間関係を取 り結ぶことは困難であるこ

とが予想される。長い時間の経過のなかで、自己のすべてを他者にさらけ出してしまうような人間

関係のなかでは、幻想的な自己像を維持することは不可能だからである。職業生活の場合は、まだ

限定的な義務と責任を果たしていればよい。しかし、結婚生活も、子どもを産み育てていく行為と

ナルシシズムとは両立しがたいものである。異性のパー トナーも、そして子どもたちも 「他者」で

ある以上、常に自己愛を満足させてくれるという保証はどこにもないからである。今日、結婚出産

の 「適齢期」にあるのは、新人類世代以降に属する男女である。今 日の非婚化 ・少子化のなかにナ

ルシシズム文化が影を落としていることは、否定することはできない。

 論者は先に 「やおい」について言及した。論者の勤務校にも 「やおい」的な二次創作の活動に熱

中している学生は大勢いる。彼女たちは、自分たちがそうした活動をしていることを隠そ うともし

ない。「腐女子」・「女おたく」などと自称している。そうした学生の多くは別段精神病理学的な徴候

を示 しているわけではない。そして生殖とは無関係な性愛的関係への夢想は、宝塚歌劇や女子校文

化のなかにもある意味では存在 していた。あまり深刻な意味をさぐるべき現象ではないのかも知れ
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ない。ただ、「やおい」のなかで夢想 されている男性同1生愛のなかには、性暴力的な要素(た とえば

レイプ)が 色濃 くあ り、これ まで性暴力の被害者で しかなかった女性たちが、加害者の側 に立っフ

ァンタジーを楽 しんでいるとい う中西新太郎の指摘は興味深 いものであった(中 西2004:13

5)。 ただ生殖から無縁の性愛であるとい うだけではな く、性暴力への傾斜 とい う意味でも、やおい

文化 は 「タナ トスの文化」 と呼び うるものである。

 20世 紀に入るとタブーの対象が生殖 と出産か ら、死へ と移行 していった。そ してタブー とされ、

隠蔽されている死をのぞきみ したい とい う人々の欲求に応 えて、怪奇マンガのような 「死のポル ノ

グラフィ0」 が巷 にあふれ るよ うになった。ジ ョブ リ0・ ゴーラーはこのように述べている(Gorer

1965=1986)。 「仮面ライダー クウガ」は、グロンギ族による謎めいた残忍な殺i`の 場面が

番組の一つのセールスポイ ン トになっていた。この子 ども向け特撮番組 もまた、「死のポル ノグラフ

ィー」としての性格を色濃 く帯びている。もちろん20世 紀においても、おびただ しい数の性愛を主

題 としたポル ノグラフィーが作 られていた。 しか しその多 くが性暴力 とい う人間の破壊的な攻撃衝

動に訴えかける 「タナ トスの文化」 に属するものであ り、その意味では死のポル ノグラフィー と性

愛のポルノグラフィーの間に明確な一線 を引くことはできない。

 死のタブー化 は、ナル シシズム文化 と深い関わ りがある。 自分 自身の しかも幻影 しか愛せないの

がナル シシス トである。彼 らは、 自分たちが創 り出 した世界や、それを受け継いでいく後続の世代

との間に生き生 きとしたつなが りの感覚をもつことができないでいる。ナル シス トたちにとって自

己の死はすべての終わ りを意味 しているか ら、それ を受 け容れることなど到底できない。死 を受け

容れ ることのできないナル シシズム文化の全面化が、死 をタブー視 させ る風潮を強化 させ、様 々な

「死のポル ノグラフィー」を繁茂 させていったのではないか。

(3)急 がされる子 どもたち

 論者 は先に、大人たちが 「大きな子 ども」と化 していることを指摘 した。では大人 とは何なのか。

人はいつ大人になるのか。 こうした質問に明確な答 えを出す ことは、今 日では不可能に近い。大人

と子 どもの間の区別は、今 日極めて曖昧なものになってきている。経済的な自立は、若者から大人

への移行 の、もっ とも分か り易い 目安であった。 しか し経済の収縮の結果 、先進諸国では どこで も

若者たちの経済的依存の時期が引き延ば されていく、「ポス ト青年期」現象が問題になっている。人

間の寿命 も延び、社会の変動 もますます加速化 されてきた。エ リクソン理論のよ うに青年期に確立

されたアイデンティティで生涯を貫 くことは、いまや 困難な もの となってきている。 これまでは青

年期が 「危機」の時代 として語 られてきたが、今 日では リス トラや更年期障害等々、「中年の危機」

が浮かび上がってきている。中高年の自殺の増大も、それ と無関係ではない。

 私利私欲 にかられて行動するのではなく、公益を重んじるパブ リックマイン ドの持 ち主であるこ

と。自分たちの築き上げた世界を若い人たちに継承 させてい くことに強い責任感を抱いていること。

これ らは、「大人」に対 して期待 される倫理的資質である。しか しパブ リックマイン ドを持 ち合わせ

た大人な どに今 日日滅多に会 えるものではない。大人たちは、 自己と自己の属する組織の生き残 り
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に汲々 としている。世界を大きく展望する責務 を負っているはずの大学人たちでさえその例外では

ないのである。玄田有史が指摘 しているよ うに、大人たちの雇用 と所得 とを守るために若者の雇用

が削 られ、彼 らの未来が奪われている(玄 田2001)。 「大体社会の本音はもうこれからの若者に

興味がない。自分たちの世代が生き延びることで精一杯」と切通理作は言っている(切 通1995)。

至言であろ う。大人たちは次世代を育て上げる責任を放榔 して しまった。

 大人たちは、子 どもたちを急 がせている。彼 らを一 日も早 く大人の世界に導き入れ ようとしてい

る。子 ども向けブラン ド服の浸透が、子 どもたちを幼い うちか ら一人前の消費者に仕立て上 げ、中

学受験が子 どもたちを早 くか ら競争社会の荒波のなかに放 りこんでい ることはすでにみた とお りで

ある。子 どもたちよ、「小 さな大人」たれ。いまの大人たちは、子 ども期それ じたいを攻撃対象にそ

えてきている。事実、 日本社会か らは、ある意味で 「子 ども期」が失われっつある。作家 ・村上龍

の書いた 『13歳 のハローワー ク』はベス トセラーになった。 「ハ ローワーク」 とは、主 として失業

している人が仕事を探す場所である。まだ義務教育を受 けている13歳 が どうしてハ ロー ワ0ク に

行かなければな らないのか。中学生は仕事をしていないか ら失業者 であると、村上は思っているの

であろうか(村 上2003)。

 どうして大人たちはこんなにも子 どもを急がせ るのだろ うか。市場の収縮 によって窮境に追いや

られた資本 の側が、親や祖父母 と一体になった子 どもたちの購 買力に 目をつけて、彼 らを早 くに市

場に導き入れ ようとした結果であることは疑いない。そ して、中学受験熱や 『13歳 のハ ロ0ワ ー

ク』がベス トセラーになった背景には、子 どもたちの 「閉ざされていく未来」に対す る親たちの焦

燥が横たわってい る。弱肉強食 の社会のあ り方は変え様 もない。それな らば人 よりも早いスター ト

を切 らせ ることで、わが子を有利な立場にお きたい。早くか ら大人の社会秩序に適応 させ ることが

子 どもの幸福につながる。いまの大人たちはそ う考 えているのである。

(4)子 どもの権利の方ヘ

 ア リエスが、子 ども期を近代の制度 とみな していたことは、広 く知 られている。17世 紀以降、

子 どもたちは大人たちとの生 き生 きとした交流の世界か ら切 り離 され、学校や家庭のなかに隔離 さ

れていった。ア リエスは、近代を閉 じ込めと監視の時代 としてみる視点をフー コー と共有 している。

日本の子 ども期の現状 はどうか。子 どもたちは、いまや徹底 して大人の世界から切 り離 されている。

その意味で、子 ども期はい よいよ牢固なもの となってきたともいえる。 しか し、消費者 としての子

どもは完全に 「小 さな大人」 として期待 されている。そ して早 くから、将来の企業社会の一隅に場

所 を得 るための激 しい競争にさらされてい くのである。大人たちは、相変わ らず子 どもたちを家庭

と学校の狭い世界 に閉 じ込めながら、彼 らをグロ0バ ル化 した経済の荒波か ら守ろ うとは しないの

である。そ して資本 の側 と親たちの努力は一致 して、子 どもたちをいまの経済秩序に適応 させ るこ

とに向けられている。

 子 どもたちは、社会的な権利 と経験 とを奪われたまま、ホモ ・エコノ ミクス として早 くに市場に

引きず り出されてい く。 これは憂慮すべき事態である。子 どもたちは、未来を生きる存在 である。
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だとすれば、子どもたちをいまの社会秩序に完全に適応させることは賢明ではない。未来には現代

とはまったく異なる状況が生じているはずである。そして今日、変化の速度と規模とはかつてより

もはるかに大きなものになっている。子どもたちを早くから既存の秩序に過剰に適応させれば、未

知の状況に対処 しうる可塑性は、彼(女)ら のなかからは失われてしまうだろう。子どもたちを 「小

さな大人」に仕立て上げる企ては、彼(女)ら の未来を破壊するものであるといわなければならな

い。

 いまこの国は、経済的価値の専制のもとに置かれている。子 どもたちへのまなざしも例外ではな

い。資本の側は、子どもたちを消費者もしくは将来の労働力としてしか考えていない。親たちも、

子どもの将来の豊かな生活(あ るいはより惨めではない生活)を 夢見て、子どもたちを 「急がせて」

いるのである。アリエスは、近代初期の教育者たちの子どもたちの人格を守り育てるというまじめ

な意図が、子ども期を生み出し、教育学や心理学の知見を発展させていく一つの大きな力 となった

と述べている(Aries 1960=訳1980)。 経済的な価値の専制のなかに置かれたこの国のなか

で、子どもたちの人格の成長に対する関心は極めて薄い。

 子どもたちの人格を守り育てるためには、ではどうすればよいのか。子 どもたちを一個の人格 と

して尊重するのであれば、まず親たちのナルシスティックな幻想から彼(女)ら を守らなければな

らないだろう。子どもたちが家族や学校の 「閉じ込め」からある程度解き放たれ、地域の大人たち

との生き生きとした交流のなかで成長していく権利も保障されるべきである。他方、子どもを市場

化しようとするあらゆる試みは厳禁すべきである。こうした提言を行いながら、論者は空 しさを禁

じえない。ナルシシズム文化と経済的価値の専制のもとに置かれたこの国の大人たちが、こうした

提言をまともに受け止めるとは到底思えないからである。しかしこの国も 「子どもの権利条約」を

批准 している。この条約を実効性のあるものとするために国内の関係法規を改正していく作業は、

この国の子ども期のあり方を変えていく、現実的な第一歩 となるのではないか。

【註 】

1)鉄 腕 ア トムには じまるマンガとマーチャン トダイジング商法の関わ りについては、中野(2004)が 詳 し

 いQ

2)セ ー ラームーンの場合には、バンダイがテ レビ朝 日に企画 をもちかけ、テ レビ朝 日が講談社にマンガ連載の

 依 頼をして、作者の竹内直子に白羽の矢が立った。

3)や お い文化については、東浩之(東2002)が 的確 な説明を与えてくれている。

4)子 ども向け特撮番組から生まれたイケ面男優 として、玉山鉄二、賀集俊樹、永井大、要潤等々の名前をあげ

 ることができる。

5)マ ンガ批判をめぐる言説の整理 は、山田(2003)を 参 照 されたい。

6)2005年1月 から放映された 「仮面ライダー響」では、仮面ライダーは 「鬼」 と呼ばれ、伝統芸能のよ う

 に 「世襲」されていた。敵方は妖怪の一群であ り、仮面 ライダー と 「ゲゲゲの鬼太郎」がフユージ ョンした
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 ような不思議な作品であった。暴力的な場面は影を潜め、ベテラン細川繁樹が主役を務めたこの番組は昭和

 の仮面ライダーのような長閑な作品に仕上がっていた。この番組はむしろ父親世代のノスタルジーに照準を

 合わせたものに思われた。

7)「 ユースフォビア」ということばは、中西(2004)に 負っている。

8)マ ーケッターたちがかつて若者像を 「捏造」してきた経緯については、植村(1993)を 参照されたい。

 なお現在でも 「下流」化する若者のステロタイプをマーケッターが生み出している状況がある(三 浦200

 5)0

9)広 田(2001)、 鮎川(2001)が その代表的な仕事である。また少年犯罪の凶悪化論に立つものとし

 て前田(2000)を 参照。

10)2000年 に当選した田中康夫長野県知事は県庁記者クラブを解体する興味深い 「改革」を行った。

11)近 年ようやくこうしたフリーター=怠 け者論を批判する動きが社会学の若い世代の研究者を中心に出てき

 た。(本田 ・内藤 ・後藤i2006)。
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